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これまで報告のなかった始新世÷漸新世の浅海海棲貝形虫化石を初めて明らかにした．貝形虫化石は北西
九INiI地域(長崎県，佐賀県福岡県)と瀬戸内地域(岡山県兵庫県)に分布する中部始新統下部漸新統から採
取した％試料から80種余り力渥出し，１新属，１４新種を含む30種を記載した．貝形虫化石l主始新統伊
王島層群沖ﾉ島層･船津層(長崎県),始新L漸新統杵島層群搗層(佐賀県)， 漸新銃西彼'２１層群板浦層(長j崎I周，
漸新統芦屋層群脇田層(福岡県)，始新統神戸層群岩屋層(兵庫県)および岡山県倉敷市の古第三系から産出し
た．貝形虫化石を含む試料はクラスター分析により８つの貝形虫化石相に分けられる．この貝形虫化石相
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は岩相の特徴，貝類化石，浮遊性有孔虫/全有孔虫比から，内側陸棚および外1M睦棚で堆積したと推定さ
れる．北西ﾌﾞENI地域の中期始新世前期漸新世前期の陸棚の貝形虫ｲﾋﾟ石群集はＡａｍＩｿioﾋｯｶﾞien2fs,Ｑ肋hell21kz，
Eqpcz;i2"6onｺﾒZgZkzlAbDじりがUen2fsｳﾙｶ?zocmcﾉ座皿;bz1sDbD"lUDmczbやLoxooonchidaegennoMをふくむ．瀬戸内地域
からはＭ"2s“山ﾉﾂb,izzjmlghejh力漣出した．多くの属1.現存し，現在の東・南シナ海西南日本沖の陸棚
から産出し，始新世から生息場を大きく変えていない．しかし，Ｐｂ力?OocmchzzやEqpczli2'１，１gｿic2kzは現在の
陸棚斜面～深海に生息しており，古第三紀とは生息場が異なるEqpzzii2"６０'１,ｿie2kzは現在の日本列島周辺や
曰本列島の中新統からは報告さｵTていない．種多様性は前期中新世～現世の陸棚の群集に比べ低く，中新
世以降の日本列島周辺でみられる属が産出しないことから漸新世～前期中新世に貝形虫が曰本列島周辺で
属・種レベルで多様化したことがﾗﾗ酸される．
北西九州地域の外側陸棚の群集は前期漸新世に変化し，気候の寒冷化を反映している．中期始新世前期
i#噺世前期の群集はAczm伽･"ﾂﾞDeng応Molh伽(Liu)，qZhen22kzeLAmbzzlju,Eqpcz9i2’26onｺﾉ1eLkzsilme'nsfs(Liu)な
どが優占するがｂ前期漸新世後期の群集はLoxooonchidaegelLetspnoMを優占種とし肋uso6zmUD'0jczSp.､ＣＭや
Aczm2hocγZhen2fsSp・力髄伴する．中期始新世二前期漸新世前期の群集は，テチス海を中心に汎世界的に分布す
るグループや現在の熱帯～亜熱帯域に生息するグループが含まれる菰前期漸新世後期の群集は，日本列
島を中心に北西太平洋の温帯域のみに生息するグループが優占する．深海掘削計画(DSD､や国際深海掘削
計画ODP)の海底コアの有孔虫(頤の酸素安定同位体比の変化と，貝形虫化石群集の変化を比較すると，急
激な南極氷床の拡大を示すTii期漸新世のOilイベント時(33.1-335Ma)には貝形虫群集は明確には変化せず；
Oilイベント後に，貝形虫群集が変化したことが明らかになったこのことはＯｉｌイベント時には西南日
本は寒冷化しておらずＩＯｉｌイベント後寒冷化力湛きたことをしめす．貝形虫化石群集の変化は西南曰本
や北東太平洋沿岸の浅海棲貝類化石群集の変化と時期や生態的な性格がほぼ一致し，当時の北太平洋沿岸
の環境変動を反映していると推察される．
西南日本の始新世÷漸新世の貝形虫種の分布は北西九州地域と瀬戸内地域の間に生物地理的な境界があ
り，瀬戸内地域は北西九州地域より寒冷な気候だったことを詞凌する．なぜなら１)北西ﾌﾞMiI地域の貝形虫
化石は台湾i中の海底コアの始新銃と共通種(ＡＭｈｆ，ｉｆ,,旦吻elzsfsなど)を含むが；瀬戸内地域とl拱通種力認
められないこと，２)瀬戸内地域の群集にはＡ６'DcDmｿiＢ７巴fsやEqpczli2'06o'１ghaLkzのような現在の熱帯一亜熱帯
域に生息する属が含ま才1ないこと，３)瀬戸内地域の貝類化石は，北西ｶﾑNil地域では稀な北太平洋要素が産
出すること，の既報の古地磁気の研究の推定では当時の瀬戸内地域は北西ﾌﾞuNil地域より北に位置していたた
めである．
￣
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学位論文審査結果の要旨
本学位論文審査は第一回審査会を１月２８日に､,論文提出者による口頭発表を１月２９日に開催した後、論
文審査委員による審査を行い、以下の結論を得た。
本論文はこれまで報告のなかった日本の始新世一漸新世（約3800万年-2900万年前）から初めて浅海`性
貝形虫化石を報告し、当時の群集の概要を明らかにしたとともに、南極の氷床の拡大がもたらした寒冷化事
変による南半球の生物相変化が北太平洋域では600万年ほど遅れて現れているという、世界規模の環境変動
に新しい知見をもたらした。従来日本の古第三紀から化石貝形虫を得る試みは、その保存状態の悪さから、
十分に取り組まれてこなかった。申請者は北西九州を中心に現地野外調査と実験室内での化石抽出作業をね
ばり強くすすめ、５６の岩石試料から８０種の貝形虫を得た。これらのうち、１新属、１４新種をを含む３０種
の貝形虫を記載した。これらの結果、当時の陸棚域には中新世以降現在までつながる現代型群集とは属構成
の異なる､多様性の低い群集の生息が推定された。さらに始新世の九州と瀬戸内区の群集が異なることから、
この時代に既に気候区（生物区）が確立されていた可能性が強いことを示唆した。九州区の群集が、漸新最
世前期をざかいに熱帯一亜熱帯域|こものから寒冷な気候区のものに変化した事実が南半球との気候変化のタ
イミングのずれを示唆した。以上のように本論文の成果は古生物学・古気候学に重要な知見をもたらしてお
り、学位論文として適格であると判断される。
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